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近年 The cancer genome atlas（TCGA）により、卵巣高異型度漿液性腺癌
(high-grade serous ovarian carcinoma : HGSOC)は遺伝子発現プロファイル







まず HGSOC の病理組織細分類を行った。Mesenchymal-transition (MT)タ
イプは間質反応が著明であり、癌細胞がばらけて浸潤するか迷宮様に浸潤する
所見が 10%を超えるものとした。Immune Reactive (IR)タイプは MT の特徴が
なく癌周辺が比較的なだらかで、腫瘍巣周辺および内部にリンパ球浸潤が著明
であるものとした。MT でも IR でもないもので充実性に増殖する像を特徴する
ものを Solid and Proliferative (SP)タイプとし、乳頭状・管状構造の特徴をも
つものを Papillo-Grandular (PG)タイプとした。この分類方法は検者間で高い
再現性を認めた。本法により HGSOC 132 例を 4 つに分類したところ、IR は最
も予後良好で、MTは最も予後不良であり(それぞれ p<0.001)、他施設のHGSOC 
89 例でも同様の結果であった(それぞれ p=0.02)。 
さらに当院(n=27)および他施設(n=32)の HGSOC の発現マイクロアレイデー
タを unsupervised hierarchical clustering により解析すると、いずれも腫瘍が
4 群に分類され、その分類は形態学的分類(MT, IR, SP, PG) と有意に相関して
いた(それぞれ p<0.001)。当院および他施設のデータセットで共通して高発現し
ている遺伝子群を gene set enrichment analysis (GSEA)により調べると、MT
では TGF-beta 経路、IR では免疫、SP では細胞増殖、PG ではエストロゲンレ
セプターシグナル経路に関連した遺伝子群が高発現しており、それらはそれぞ











キサン不使用群（n=36）に対し PFS および OS において予後良好（それぞれ p
＝0.045, p＜0.001）であったが、Mesenchymal スコアが低い（0.5＜）群では
タキサン使用群（n=80）はタキサン不使用群（n=9）に対し、PFS で予後不良
（p＝0.02）で OS には差を認めなかった。 
結論として、我々は HGSOC の遺伝子発現プロファイルや予後と相関する新
たな病理組織細分類を樹立し、さらにその HGSOC のサブタイプ分類が化学療






予後不良な組織型である。近年 HGSOC は予後の異なる 4 つの遺伝子発現サブ
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